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会長挨拶

司会：勝又佳員君　指揮：勝又佳員君

石井（和）君、遠藤君、加藤君、杉山（隆）君、原君、兵藤君、

山口（辰）君、山本君、米山君

(＊出席免除会員の欠席者　大房君、澤田君）

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２８/３５　　 　　　８０．００%　　　　３４/３５　　 　　９７．１４%

２５/３４　　 　　　７３．５３%　　　　　　　　  　　　　　３６名

委員会報告

委員長　山口雅弘君

先日お尋ねいたしました、スリウォンロータリークラブ田辺

さまのお父様、介護の件ですが、多くの情報をメールやお

電話でいただき感謝申し上げます。ご実家のある袋井ロ

ータリークラブ伊藤さまにも役所へ足を運んでいただき、

ロータリアンの素晴らしさを実感致しました。田辺さまのお

母さまからも、皆様へくれぐれもよろしくお伝えくださいと、

感謝のお言葉をいただきましたので、ご報告させていた

だきます。

ありがとうございました。

臨時理事役員会報告

国際奉仕委員会

今日の料理

　朋友ロータリアンの皆さん、私は若いころ、世

界中を旅したいと思っていました。しかし当時は、

旅を夢見ることしかできず、海外をはるか遠くの

世界のように感じていました。とはいえ、日本で

は誰もがそうするように、私も学校で英語を勉強

しました。最初の教科書の1ページ目に「This is 

a pen」と書かれていたことを今でも覚えていま

す。もう50年も前のことです。それから、世界は

大きく変わり、私はロータリーの会長として、か

つて夢見た以上に世界中を旅しています。 

　初めての場所を訪れると、初めての言葉、人々、

慣習に出合います。私は、行った先々でお目にか

かる方々から学ぼうと全力で努めています。お目

にかかる人から学べることがあるはずだと信じて

いるからです。このように考えると、ロータリー

の青少年交換プログラムの意味がより深く理解で

きると感じます。そして、青少年交換を通して、

ロータリーがいかに素晴らしい贈り物をしている

かがわかります。青少年交換は、数々の心を開か

せ、信頼や心の交流を築きます。また、国や背景

が異なる人々を一つにすることができます。 

　ロータリーの青少年交換プログラムは、40年以

上にわたって充実した活動を継続し、今日、第五

奉仕部門である「新世代奉仕」の一部となってい

ます。若者に力を注ぐことで、ロータリーの未来

と、より平和な世界を築くことができます。青少

年を支援することで、新たな世代にロータリーを

引き継ぐことができます。また、国境や文化の壁

を超えた理解の輪が広がります。私たちは支援の

手を差し伸べることの大切さを教え、ロータリー

の中核となる価値観を伝承することができるでし

ょう。このようにして、私たちは平和の構築を支

援しています。 

　青少年交換は、一つひとつの交換を通して国と

国との間の関係を育み、平和な世界を築くという

ロータリーの世界的使命の本質的な要素を担って

います。

ＲＩ会長のメッセージ

三

第8回理事役員会報告

平成２５年５月１０日　１３時30分～１３時５０分�      

会議場　　ブケ東海三島�      

出席者　　 太田政人�　石井邦夫�　加藤正幸� 　

　　　　　　　兼子悦三　　山本良一� 山口雅弘

　　　　　　　根津延和� 　石井司人� 宮澤正昭

　　　　　　　土屋　巧　　小林　勝　　久保栄子

　　　　　　　渡邊照芳　　岡　良森　�

司会者�　　石井司人� 　記録者� 　加藤正幸

①卓話　　プログラム変更の件

　5/31　次年度会長　山本良一�   

　6/7　　新会員　兵藤　　　　　6/14加藤�   

②ハンドベル継続の件�  

　次年度25周年記念事業までは継続�      

③東ヶ崎潔記念募金の件�  

　前回通り見合わせ�      

④職業分類の件�  

　前回討議事項の形で進めていく�      

⑤桜の植樹記念碑の件�  

　復興支援先大槌町にて桜の木植樹に同調して記念碑設営、

　費用はメンバ-より募る�      

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

なクラブとしてＲＩに加盟の認可がおり三島で３つ目のクラ

ブとして発足するに付入会しました。

　最初は中村さん達の三島西クラブからの移籍組の１９名

と太田さん・澤田さん達の新規組の１１名、計３０名で発足し、

チャーターメンバー（クラブがＲＩに加盟する前に選ばれた

ロータリークラブの創立会員）は今では中村さん・太田さん・

澤田さんの３名しか残っていません。入会のきっかけは三

島西クラブのメンバーで新しく三島南ロータリークラブのチ

ャーターメンバーとなる原善兵衛さんと歯科医師の大先輩

の日野原先生の度重なるお誘いに負けまして仮例会に数

回出席して断ることが出来なくなり４３歳で入会し、うるさ型

のベテランメンバーもいたそうですが、当時は太田さんと

同年代で異業種の方々も多くいい意味での刺激を受け、

得ることも多くあり２７年間が過ぎました。チャーターメンバ

ーも３名だけになってしまい寂しい思いもしているそうですが、

今ではせせらぎ三島ロータリークラブの若いメンバーに刺

激を得て老化防止に役立てているそうです。

　プライベートでは最近アユ釣りを楽しんでいるそうですの

で若いメンバーの方々アユ釣りの釣果などをお聞きしてみ

たらいかがですか。

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

幹事報告

ゴルフ同好会

中本豊晃さん（渡邊君のゲスト）

会員誕生日

入会記念日

幹事　米山晴敏君

１．次週は第2分区亥角ガバナー補佐の第1回訪問です。

多くの会員の出席をお願いします。

２．2016年4月にＲＩ規定審議会で採択された制定案につ

いて、クラブの運営にかかわる問題なので当クラブでは

規定検討委員会を発足します。委員長中村さん、委員に

山口研修リーダー、小林細則委員長、他に中村委員長

の指名する会員5名の方にお願いする予定です。

　こんにちわ。今日は太田

さんのこのクラブに入会し

た経緯の紹介をさせていた

だきます。

　太田さんは１９８９年６月２２

日にせせらぎ三島ロータリ

ークラブの前身である三島

南ロータリークラブが新た

７月１日　　小島　真君

７月１日　　小島　真君入会記念日

会員誕生日



ロータリー世界各地から

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

委員会報告
親睦委員会 遠藤修弘君

ビジター 窪田　明君（三島西ＲＣ）

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

戦後70年　本田宗一郎、松下幸之助など優れた経営者

がおりましたが、かつて我々のあまり知らない天才経営者

がおりました。その人物　藤田　田（フジタ　デン）

名前を知らない人も多いかも知れませんが、ただ、この人

が創業した会社の名前はみなさんご存知かと思います。

そうです、この人の会社は日本マクドナルド。今こそ超有

名企業ですが当時は日本にハンバーガーなんてヒットし

ない、日本人に合わない、絶対失敗するという声を跳ね

除け、結果大成功を収めました。この藤田の成功の裏に

はとある法則がありました。藤田は東京大学在学中　ＧＨ

Ｑに通訳としてバイトをしておりました。そこである人に出

会ったのです。ユダヤ人です。商売の天才と言われてい

るユダヤ人。有名な人物は

▼アインシュタイン�  物理学者

▼ラリー・ペイジ�  Ｇoogle　創設者

▼セルゲイ・ブリン�  Ｇoogle　創設者

▼マイケル・デル     ＤＥＬＬコンピュータ創設者

▼ハワード　シュルツ�  スターバックスを世界的な規模に

成長させた。Etc.

とにかくユダヤ人は商売と数字強いといわれております。

我々とは違った次元で数字に関わってきたユダヤ人が導

き出した究極の法則があります。　

78：22の法則、別名　ユダヤの法則とも言われております

が世の中の多くの重要な事実がこの法則で成り立ってい

る言う事です。

例えば

○人間の体は、水分７８％、その他２２％

○空気中の成分は、窒素約78％、酸素・二酸化炭素等

その他の気体が22％

○１００人で１０００万円の売上があったら、２２％の人が７８

％の売上をあげています

○コカコーラのビンは、縦と横の比率が７８対２２

○肺呼吸と皮膚呼吸の割合は78対22

○腸内の善玉菌が78%に対して、悪玉菌が22%が理想的

○足裏の体重負荷率はかかと78：つま先22

○皮膚から出す水分（汗）：呼気で出す水分の比も、これ

また７８：２２

○地球の海の割合は７８％に対して陸地が２２％

○富裕層の保有する資産と一般大衆の保有する資産の

比率＝78:22

平成２５年�７月５日�金曜日�  19時30分�より

ブケ東海三島     

           

出席者�  杉山　隆　米山晴敏　小林　勝　山本良一　

　　　　　　加藤正幸　山田定男　矢岸貞夫　土屋　巧

　　　　　　太田政人　山口雅弘　石井和郎　宮澤正昭

欠席者� 山本　章�        

オブザーバー� なし�        

司会者� 加藤正幸   �  

           

①①２５周年について�    

　　第４週の大房君の卓話でクラブフォーラムを実施する。

�    

　　研修リーダーに澤田君を推薦するか今後検討�    

②欠席者メイクアップの件�    

　　欠席者にメイクアップ情報を出す。�    

③会員増強の件�    

　　第３例会に会員増強のためゲストに例会、出席を要

請する。�    

④奉仕委員会の件�    

　　３年後の自分への手紙の封筒への入れ込み作業を

例会中に行なう。�    

⑤親睦委員会�    

　　家族会の内容について検討する。�    

⑥ＳＡＡ委員会�    

　　例会中の禁煙について今後ＳＡＡで検討する。�    

     

第１回理事役員会報告

卓話
山口雅弘君

委員長　久保栄子君ＳＡＡ委員会

　例会が円滑に進行できますよう緊張感をもって役目を果

たしていきたいと思います。皆様のご協力をよろしくお願い

いたします。

委員長　片野誠一君出席委員会

１，出席はロータリーの基本であります。会員の皆様がロー

タリー活動に参加し楽しいロータリーを過ごして頂くために

出席委員会として支援していきたいと思います。　　

２，本年度の会長事業方針に沿った、会員のロータリー活

動の参加状況を把握し、例会において報告する。　　　　　

３，特に新会員の皆様に活動に参加しロータリーを理解し

ていただくために支援していきたいと思います。

　広報委員会の役割は、クラブの活動や奉仕活動を一

般の方々に知っていただくことです。その手段として、新

聞やテレビといったマス媒体を利用したいと思います。結

果として会員増強につながればよいと思います。

　週報、ＨＰについては予算内で充実を図っていきたいと

思います。

委員長　米山晴敏君広報委員会

「　明るく楽しいロータリー　」

幹事挨拶

幹事　石井邦夫君

　プログラム委員会

委員長　内田憲一

今日の料理

会計　クラブ細則検討委員会　　小林　勝

 

山口雅弘君：本日の卓話よろしくお願いします。お昼のひ

ととき、ゆっくりとお休みください。

服部光弥君：3年後の自分への手紙事業へのご協力あり

がとうございます。平成25年度の当時小学5年生からおあ

ずかりした手紙1374通、無事に発送できましたが、すでに

52通事務局に戻ってきてしまいました。

宮澤正昭君：申し訳ありません。本日早退します。

内田憲一君：スミマセン。早退します。

スマイルボックス

あらゆることが78：22の法則・ユダヤのの法則で成り立って

います。

この法則を巧みに利用したのが藤田　田でした。どこで、

利用したのかと言うと、サンキューセットです。　サンキュ

ー＝ありがとうと言う耳なじみの言葉と安さで大ヒットしまし

たが、実はヒットした理由はそれだけではなかったのです。

当時　500円硬貨が普及し始めました。「ハンバーガーくだ

さい。」「はい、390円です。　おつりは110円となります。」

500円に硬貨に対し　390円：110円　＝　78：22　ユダヤの

法則を巧みに利用する事で、潜在的にお客が気持ちよく

買い物できる様にしていたのです。

ライバル社は38セットとして380円セットを販売しましたが

10円安いにも関わらず今一歩でした。藤田は日本マクド

ナルドが大企業になることを見届けてくしくもこの世をさりま

した。その年齢も78歳だったのです。　しかしながら、話は

ここで終わりません。ユダヤの法則を引き継いだ人物がお

ります。　藤田が存命中に「これからどんなビジネスが成功

するのか？」藤田を訪ね教えを乞うた人物がおりました。

藤田に「君の時代はコンピューターがいいよ！」とアドバイ

スをされ、後に大成功をした人物がおります。その人が孫

正義　今や大成功を収めております。　

ユダヤ人の人口は、世界人口に対して０.３８％にしかなら

ない。それなのにユダヤ人は人類のエリートとなっている。

ノーベル賞をとってみれば、１９０１年以来今日まで、経済

で６０％以上、医学で２０％以上、物理で２０％以上、化学

で１０％以上、文学で１０％近くの受賞者がユダヤ人である。

本来ならば、１６００万人しかいないのだから、人口比：から

いけばノーベル賞を一つも取ることができなくてもおかしく

はないはずである。

その裏にはユダヤの法則　78：22の法則や数字強い民族

であることが証明されております。


